
　

 

※決算額については

５

、端数処理により、他

日

資料の決算額と差異が

概

生じている場合もあり

施

ます。

策名 公共交通 基本目標 快適で暮らしやすいまち

要 施策の目的 誰もが不自由なく、快適に移動できるよう、公共交通が利用しやすい環境を整えること。

施策の方向 公共交通の維持・向上と利用促進

自主運行バスの運行により市民の生活の足を維持することができた。また、自主運行バスの変更点について広報みしまで特集記事を掲載するなど利用促進に努めた。
■ 計画どおり   

令和　３年度
□ 遅延         

の評価
□ 進展なし     

■ 維持　　　　 市民の通勤通学、買い物、通院といった日常の移動を支えていくために、路線の運行や利用促進を継続していく。

今後の方向性 □ 拡大　　　　 

（改善措置等） □ 縮小　　　　 

□ 改善　　　　 

No. 事務事業名 活動内容 コスト（事

1

業費：千円）

交通対策

頁

事業 令和　２年度 令和

令

　３年度 令和　３年度

和

令和　４年度 令和　２

 

年度 令和　３年度 令和

3

　３年度 令和　４年度

年

活動指標名 単位
実績 計

度

画 実績 計画 決算 当初予

　

算 決算 当初予算
全体事

　

業概要
①

自主運行バス

事

の路線数 路線 3 3 7
生

務

活交通確保のため、バ

事

ス路線の維持、自主運

業

行バス
の運行、バス交

評

通の活性化を推進する

価

。 0 28,452 59

表

,579 56,376

（

②
広報誌への公共交通

個

に関 回 1 2 1
する記事

票

の掲載

令和　５年度の

）

優先度

③1 　□ Ａ　

課

　　 □ Ｂ　　　 

名

□ Ｃ　　　 □ Ｄ

環

　

自主運行バスについ

境

て計画どおりの路線数

市

を運行することができ

民

た。また、公共交通の

部

利用促進のため、広報

地

み
■ 計画どおり  

域

 
令和　３年度 しまへ

協

の記事掲載も計画のと

働

おり実施することがで

・

きた。
□ 遅延   

安

      
の評価

□

全

 進展なし     

課

■ 維持　□ 拡大 計

作

画のとおり実施できて

成

いるため維持する。
事

日

業区分 □ 自治事務 

令

  □ 法定受託  

和

 □ その他
今後の方

　

向性 □ 縮小　□ 改

４

善
（改善措置等）□ 

年

休止　□ 終了
計画対

　

象 ■ 実施計画査定対

８

象  □ 行政改革対

月

象 
□ 廃止　　　　


